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校長  伊東 俊昭 
 今日で３学期も終わりました。 

 ３学期を振り返りますと実に様々な取組がありました。カラーアナリストによる色につ

いての学習、中学部の西オーストラリア州立大学柔道クラブでの柔道体験、生け花体験、

学習発表会、キャンプや水族館へのバス遠足、図書館見学、収穫した野菜や自分たちで作

った味噌を使った調理実習、日本の学校との交流学習など様々な行事や体験活動が行われ

ました。 

 また、City Beach Primary School とは合同避難訓練、アッセンブリーでの合唱や合

奏、日本語教室での調べ学習の紹介などを行いました。さらに、日本の学校とのオンライ

ンによる交流学習も行ってきております。このような取組をとおして、子どもたちは、様

々な場面で成長した姿を見せてくれました。 

 一方で、本校教諭が代替として補習校で授業を行ったり、補習校の20周年「和装デー」

で補習校の保護者へ日本人学校の紹介をするためのブースを設定していただいたり、本校

の学習発表会に補習校の子どもたちが、見学に来てくれたりと補習校との連携・協力も進

められてきております。 

 PTA活動も「唐揚げの日」や「サンダウナー」でのお弁当やゼリーなどの販売や日本人

学校の紹介をするためのブースでの支援など様々な取組や協力をしていただきました。 

 そして、本校職員はもとより、学校運営理事会の理事の方々、在パース日本国総領事館

などのご支援・ご協力により、西オーストラリア教育省からレジストレーションの認可が

５年先の２０３０年１２月３１日まで更新されることとなりました。それによって、本校

は２０３０年までは存続できることが保障されました。校長として胸を撫でおろしている

ところであります。関係してくださった皆様、本当にありがとうございました。 

 このように、学校と家庭、地域や関係機関との連携・協力により、教育の協働が進めら

れることで、本校の教育内容の充実を図ることができております。 

 ２０２５年、皆様には大変お世話になりました。永滝PTA会長をはじめとする保護者の

皆様、在パース日本国総領事館の皆様をはじめとし、日本人会など関係機関の方々、学校

運営理事会の理事の方々、皆様方のおかげで、教育実践を重ねることができました。 

改めてここに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

そして、来る２０２６年も引き続き、本校教育へのご理解とご支援・ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。 



【キャンプと遠足】 

 

１２月１０日（水）から１２日（金）に小学部３年生から中学部３年生までが、キャン

プに行きました。 

ヤンチャップ国立公園を見学した後、アンハリデーリクリエーションキャンプ場を訪れ

様々なアクティビティに挑戦しました。また、学年ごとに考えたゲームや遊びも行いまし

た。日常の学校生活ではできない体験を行うことができました。 

その間、１・２年生は、サマープログラムとして過ごしました。そして１２月１２日（

金）には、アクア水族館を見学に行きました。様々な海洋生物を見ることができて楽しい

時間を過ごせたようです。 

 
【第３学期終業式】 

 
 １２月１８日（木）に卒業式を行いました。校歌を合唱後、5学年児童たちが「成長でき

ました。仲間と協力して取り組むことができました。」など自分の振り返りを一人ずつ発

表しました。 

校長からは、「１人ひとりが、本当に成長した３学期でした。また、新しい仲間を優し

く受け入れ、思いやりをもって行動できていました。夏休みを元気に楽しく過ごしてくだ

さい。１月１２日に会いましょう」と話がありました。 

 

【お別れ会】 

 

 終業式の後にお別れ会がありました。 

3人の児童や生徒が、本校から旅立つことになりました。全校児童・生徒・教職員は、別れ

を惜しんでいました。１人ひとりが、本校には無くてはならない存在でした。これまで本

校で学んだことや思い出を胸に、次の学校でも活躍することを期待しております。 

 

  

 
 来る２０２６年が、皆様にとりまして素晴らしい年となりますよう願っております。 

 どうぞ、よいお年をお迎えください。 


